
はじめに

　通知表は、学校と家庭を結ぶ大事なメッセージ・メディアです。教師
が保護者に、子どもの学校でのがんばりの様子を伝え、そこから新たな
対話と相互協力を始める、という大事なコミュニケーション・ツールで
す。念には念を入れて記入していきたいと思います。
　教師も保護者も、それぞれ固有の願いをもっています。教師は自分の
願いに照らして一人一人の子どものがんばりの経過を確認し、そこでの
成長を評価し、そして次のステップに向けての課題は何かを示していき
ます。それを保護者は自分自身の願いのもとで受け止め、場合によって
は教師と話し合い、子どもにどう対していけばいいか、気持ちを整理す
ることになります。当然のことながら、子ども本人は、その過程で、教
師からと保護者からの指導助言をいろいろと受けることになります。
　こうした過程を通るわけですから、教師からのメッセージは一方的な
ものになってはいけません。また教師からのコミュニケーションには、
子どもを見ていく場合の基本視点や暗黙の基準なども含まれていなくて
はなりません。通知表に記入する所見など文章表現の部分には、特にそ
うした配慮が、簡単な言葉のように見えながらも如実に含まれていなく
てはならないでしょう。
　本書は、「通知表が教育の一環としてもつ大事な機能を十分に果たし
ていけるように、教師の方々の参考になるところをできるだけ多く盛り
込みたい」という願いのもとに制作されました。お気づきの点などあり
ましたら、私どもにお知らせいただければ幸いです。
　最後になりましたが、時代の進展とともに、我々の目の前にいる子ど
もが未来の社会で心豊かにたくましくやっていけるよう教育していくた
めの課題が、困難の度合いを増しているように思われてなりません。教
師にとっても、保護者にとっても、教育上直面する課題が複雑多岐にわ
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たり、ときには大変な苦労を覚悟しなくてはならないものになってきて
いることを痛感します。だからこそ一人一人の教師が孤立することなく、
教育界の多くの仲間たちと手を取り合い、助け合いながら直面する課題
に向き合っていかなくてはならないのではないでしょうか。こうした中
で、教育界の先達が準備してくれた本書をはじめとする多様な実践参考
書の担う意義は、ますます大きくなってきているのではないかと考えて
います。
　本書を一人でも多くの教師の方々に有効活用していただくことを心か
ら願っています。
　本書を刊行するにあたり、学陽書房編集部の村上広大さん、駒井麻子
さんをはじめとする方々には多大なお世話になりました。ここに記して
深い謝意を表したいと思います。

　2020（令和 2）年 6月
梶田叡一
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 どの教科においても学習内容を理解していた 

どの教科においても授業中はもちろん、家庭学習でもコツコツと努力して
粘り強く復習しています。その結果、学習内容の理解が確実に進み、知識
を身に付けることで達成感を味わうことができました。

 間違えた問題をそのままにしてしまうことがあった 

間違えた問題をそのままにしてしまうことを目にすることがありました。
知識が正しく身に付くように、あきらめないでしっかりと復習するように
支援していきます。

 漢字の成り立ちに興味をもち、しっかりと覚えることができた 

漢字の学習では、単に反復練習するのではなく漢字の成り立ちに興味をも
ち、漢字ごとのエピソードも一緒に理解したため、定着率がとても高く漢
字テストではいつも満点を取っていました。

全般

全般

国語

知識・技能1

各教科で身に付けるべき知識を習得していた子❶

知識の評価は、各教科等における学習の過程を通した知識の習
得状況について評価を行います。子どもたち自身が「わかった」
という達成感を伴って確実に知識を身に付けた様子を見取り、
記述しましょう。

P O I N T
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 日本の工業について理解し、発表した 

工業の学習で、日本の工業は昔から消費者の需要や社会の変化に対応した
製品を生産する努力と工夫を重ねており、モノづくりの国として国際的に
も認められていることを理解し、友だちにわかりやすく発表しました。

 懐中電灯とボールを使って月の満ち欠けを理解した 

月の満ち欠けが月と太陽の位置に関係していることを最初はなかなか理
解できませんでしたが、友だちと一緒にボールと懐中電灯を使って表現し、
理解を深めていました。

 栄養素の種類と働きを学び、好き嫌いがなくなった 

食品には様々な栄養素があることを知り、食事は栄養のバランスを考えて
とらなければならないことを理解してからは、それまで苦手だった人参も
しっかりと食べることができるようになりました。

 けがの予防と早く治す方法について調べ、発表した 

けがの予防と簡単な手当てについて学習し、理解を深めたことから、家の
中で危ないところと安全に過ごす方法やどうしたら早く傷が治るのかを
調べ、みんなに発表していました。

 日本語との違いを理解した 

英語学習に熱心に取り組み、日本語と語順が違うことや否定文、疑問文の
作り方などの文法を十分に理解することができました。また多くの単語も
覚え、自分の言いたいことを英語で話すことができるようになりました。

社会

理科

家庭

体育

外国語

41第 2 章　学びの姿（学力面）の所見文例

知識・技能1



 習熟問題に取り組む際のめあてを設定できた 

どの教科においても、毎時間のめあてを考えて学習に臨んでいます。習熟
問題においても、ただ問題を解くのではなく、何に気をつけると間違わな
いようになるかなどのめあてを設定し、取り組む姿は立派です。

 必然性からめあてを設定できた 

「新聞の投書を読み比べよう」では、新聞社に投書を送るという必然性から、
「より説得力をもたせるにはどこを改善すればいいか？」というめあてを
設定し、友だちのアドバイスを積極的に取り入れ、修正していました。

 疑問が自分の問いへと結びつかなかった 

「金閣寺は豪華にしなくてもよかったのでは？」という問いかけに「確かに
そうだ」と疑問に思った〇〇さん。しかし自分で解決したいとは思わな
かったようです。自分の問いとして学習に向かえるといいですね。

全般

国語

社会

主体的に学習に取り組む態度3

自分で学習課題（めあて）を設定できていた子❶

高学年は思考の範囲も広がり、様々なことに関心をもちます。
だからこそ単元や１単位時間のゴールを示し「～だから学びた
い」と学びに目的をもたせることが大切です。学習課題をつか
み「自らの問い」として取り組む様子を、記述しましょう。
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 既習事項からめあてを設定できた 

平行四辺形の面積の学習では、既習の長方形に変えれば求められたことか
ら、三角形の面積を求める時間は、「学習したことを使って、三角形の面
積はどのように求めたらいいか」というめあてを設定しました。

 比較からめあてを設定できた 

「流れる水のはたらき」では、山の中と平地の川の様子の違いから、「どう
してこのような違いができるのか」という単元の学習課題を考え、その解
決に向けて毎時間、意欲的に予想・考察を繰り返していました。

 演奏を工夫するという必然性からめあてを設定した 

「威風堂々」の演奏では、同じ旋律でも演奏の仕方で曲のイメージが異な
ることから、「たたえる気持ちの高まり」が表れるには、どのように工夫
して演奏すればいいかというめあてを設定することができました。

 ゲストティーチャーとの出会いから単元の課題をつかんだ 

国際社会に生きる数人のゲストティーチャーとの出会いから、「国際人と
はどのような人のことをいうのか、これから考えていきたい」と発言し、
学年みんなが納得する単元の学習課題をつかむことができました。

 英語の会話から内容を予想し、めあてをつかんだ 

「Hello, friends.」では、ALT と先生の英語の会話を聞いていると、互い
に自己紹介をしていることがわかり、今日の学習は、「自己紹介はどのよ
うに表すのだろうか」というめあてをつかみました。

算数

理科

音楽

総合的
な学習

外国語

85第 2 章　学びの姿（学力面）の所見文例

主体的に学習に取り組む態度3



 給食当番の仕事が不十分だった 

給食当番の片付けの仕事が不十分なまま、遊びに行ってしまうことがあり
ました。自分の感覚で終わりを決めてしまわず、当番のみんなで確認し
合って終わることにするよう心がけましょう。

 自分の当番以上の仕事を進んで行っていた 

放送委員になり、担当の時間に忘れることなく校内放送を届けていました。
ある日、5年生が校外学習に行っていることに気づき、自ら5年生の担当
分の放送を担っていたことに感心しました。

 きちんと役割が果たせるように、事前に確認していた 

運動会の準備係として活躍しました。担当する準備物の置き場所を、事前
に詳しく質問していました。当日は、自分の責任を果たした後、他の物が
きちんと置かれているかを見回る冷静さもあってすばらしかったです。

学級
活動

児童会
活 動

学校
行事

責任感4

係や当番の仕事を最後までやりとげる子❶

学級の係や当番、委員会の仕事などに責任をもち、やり遂げる
ことが、信頼される行動の一つです。一人一人の役割に応じた
活動の姿を丁寧に見ていきましょう。短所を記すときには、今
後どのように行動するとよいかも示すようにしましょう。

P O I N T
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 日頃の行動が立派で、友だちから頼られる存在になっていた 

日頃から友だちの思いに十分耳を傾けながら、やらなければいけないこと
をきちんと行っている姿を見て、友だちは困ったときに○○さんを頼って
いました。これからもリーダーとして学級をいい方向に導いてください。

 友だちの長所を生かそうとしていた 

家庭科の調理実習で役割を分担する際、班の友だち一人一人の得意なこと
ができるように役割を提案していました。友だちのことがよくわかってい
るからこそできるなと、感心しました。

 クラス遊びの決め方が丁寧だった 

〇〇さんの司会でクラス遊びの内容を決める際、クラス全員の意見を出し
てもらって、似たような考えはまとめたり、やりたい理由を聞いたりしな
がら、みんなが納得できるような話し合いの流れを作っていました。

 委員長として意見をまとめ、考えを出していた 

児童会の委員長に立候補し、選出されました。活動内容を決めるときには
委員のメンバーの考えをすべて聞いた上で、実現できる優先順位を根拠を
もって示し、みんなが納得できる考えを導くことができました。

日常

授業

学級
活動

児童会
活 動

リーダーシップがあり、

友だちから頼りにされている子❷
自分の考えだけを貫くのではなく、周りの思いや考えにも耳を
傾けようとすることが、リーダーには不可欠です。また、友だ
ちから頼られる存在になるための、責任のある言動を評価した
いです。

P O I N T
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責任感4


